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●
ア
ジ
ア
で
初
の
五
輪

　

一
九
六
四
年
の
第
一
八
回
五
輪
は
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は｢
欧
米
以

外
の
地
域
で
始
め
て
開
催
さ
れ
た
五

輪
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
こ

の
機
会
を｢

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

か
ら
復
興
し
た
姿
を
み
せ
て
世
界
に
対

す
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る｣

晴
れ
舞
台
と
し
て
、
同
時
に
「
高
度
成

長
に
弾
み
を
つ
け
る
一
大
公
共
事
業
複

合
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
活
用
し
た
。
日

本
が
「
五
輪
開
催
」
と
い
う
一
大
事
業

に
挑
み
、
そ
れ
を
成
功
裏
に
達
成
し
た

こ
と
は
、
そ
の
後
の
メ
キ
シ
コ

（
一
九
六
八
年
）、
ソ
ウ
ル
（
一
九
八
八

年
）、
北
京
（
二
〇
〇
八
年
）
が
、
五

輪
開
催
を
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
の

「
通
過
儀
礼
」
と
し
て
活
用
す
る
試
み

の
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

五
輪
開
催
が
「
通
過
儀
礼
」
で
あ
る

の
は
、
競
技
施
設
の
整
備
、
競
技
者
・

関
係
者
・
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
空
港
、

交
通
網
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
の
用
意
、
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
維

持
管
理
す
る
人
材
の
育
成
、
さ
ら
に
は

接
客
・
飲
食
関
連
産
業
の
充
実
が
求
め

ら
れ
、
多
く
の
会
場
に
わ
た
る
多
種
目

の
競
技
を
混
乱
な
く
運
営
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
も
試
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

●
日
本
に
と
っ
て
の
一
九
六
四
年

の
意
味

　

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
を
、

日
本
の
発
展
の
軌
跡
の
な
か
に
位
置
づ

け
る
と
き
、
様
々
な
意
味
で
確
か
に
転

換
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

政
治
面
で
は｢

先
進
国
入
り
し
た
年
」

で
あ
る
。
当
時
の
首
相
で
あ
っ
た
池
田

隼
人
は
、
日
本
の｢

先
進
国
入
り｣

を

目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
先

進
国
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
へ
の
加
盟
が
最
も

重
要
と
考
え
て
い
た
。
戦
後
の
日
本
は
、

敗
戦
国
・
復
興
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
様
々
な
保
護
的
な
政
策
を
取
る
こ
と

が
特
例
的
に
許
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ
で

経
済
活
動
も
順
調
に
回
復
し
て
い
た
が
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
の
た
め
の
条
件
と
し
て

突
き
つ
け
ら
れ
た
の
が
為
替
と
貿
易
の

自
由
化
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
国
内

の
財
界
・
産
業
界
か
ら
懸
念
が
表
明
さ

れ
た
が
、
池
田
内
閣
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国

（
国
際
収
支
を
理
由
と
し
た
為
替
制
限

禁
止
）、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
十
一
条
国
（
国
際

収
支
を
理
由
と
し
た
輸
入
制
限
禁
止
）

に
移
行
し
、
一
九
六
四
年
四
月
に
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
加
入
が
認
め
ら
れ
た
。
続
い
て

同
年
七
月
に
は
東
京
で
初
の｢

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・

世
銀
総
会｣

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
面
で
は
「
経
済
成
長
の
加
速
化

が
始
ま
っ
た
年｣

で
あ
る
。
東
京
五
輪

の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
中
空
を
走
る
モ

ノ
レ
ー
ル
が
九
月
一
七
日
に
羽
田
空
港

と
都
心
を
結
び
始
め
、
一
〇
月
一
日
に

は｢

世
界
一
速
い｣
東
海
道
新
幹
線
が

開
通
し
た
。
同
じ
一
〇
月
一
日
に
は
、

佐
藤 

寛

高
架
式
の
首
都
高
速
道
路
が
日
本
橋
～

羽
田
空
港
、
銀
座
～
芝
公
園
、
隼
町
～

霞
が
関
、
日
本
橋
～
大
手
町
～
幡
个
谷

の
計
四
路
線
で
開
通
し
た
。
い
ず
れ
も

一
〇
月
一
〇
日
の
五
輪
開
幕
に
間
に
合

わ
せ
た
突
貫
工
事
の
賜
物
で
あ
る
。
日

本
の
イ
ン
フ
ラ
が
単
に
復
興
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
の
最
先
端
に
到
達
し

た
こ
と
は
、
国
民
、
産
業
界
に
大
き
な

自
信
と
誇
り
を
取
り
戻
さ
せ
る
効
果
を

持
っ
た
。
東
京
の
風
景
は
当
時
の
少
年

雑
誌
に
描
か
れ
た｢

未
来
都
市｣

の
様

相
を
呈
し
始
め
て
い
た
。
ま
た
前
年
に

は
名
神
高
速
道
路
の
栗
東
～
尼
崎
間
七

一
・
七
キ
ロ
が
日
本
最
初
の
高
速
道
路

と
し
て
開
通
し
た
が
、
名
神
高
速
や
東

海
道
新
幹
線
の
建
設
費
の
一
部
が
世
銀

の
借
款
で
あ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

社
会
・
経
済
的
に
は
「
国
民
生
活
の

向
上
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

年
」
で
あ
る
。
経
済
企
画
庁
の
経
済
白

書
が｢

も
は
や
戦
後
で
は
な
い｣

と
宣

言
し
た
の
は
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一

年
）
で
、
こ
の
年
に
国
民
一
人
あ
た
り

Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
戦
前
水
準
を
回
復
し
、
同
時

に
三
種
の
神
器
（
＝
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
）
を
憧
れ
と
す
る
消
費
財
ブ
ー

ム
が
始
ま
っ
た
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和

三
五
年
）
の｢

六
〇
年
安
保｣

の
国
会

デ
モ
で
死
者
が
出
る
ほ
ど
の｢

政
治
の

季
節｣

は
岸
首
相
の
辞
任
と
と
も
に
背

日
本
の
発
展
と
二
度
目
の
東
京
五
輪

│
│
途
上
国
に
と
って
の
五
輪
│
│

南米初の五輪を開催する
ブラジル

―五輪開催と国の発展―
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景
に
退
き
、
同
年
政
権
に
就
い
た
池
田

首
相
は｢

所
得
倍
増
論｣

を
打
ち
上
げ

｢
経
済
の
季
節｣

が
本
格
化
す
る
。

　

日
本
経
済
の
成
長
は
続
い
て
い
た
が
、

一
九
六
二
年
に
は
貿
易
赤
字
の
拡
大
、

成
長
率
の
低
減
（
と
は
い
っ
て
も
目
標

の
九
％
に
対
し
て
七
・
二
％
で
あ
っ
た

の
だ
が
）、消
費
者
物
価
の
上
昇
で
「
所

得
倍
増｣

実
現
が
危
ぶ
ま
れ
た
と
き
、

池
田
内
閣
は｢

五
輪｣
を
最
大
限
活
用

し
て
公
共
事
業
を
拡
大
す
る
戦
略
を
採

用
し
、
成
長
率
の
回
復
と
実
質
所
得
の

上
昇
に
成
功
し
た
（
塩
田
潮
『
昭
和

三
十
年
代
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
、

二
六
九
ペ
ー
ジ
）。
こ
う
し
て
、
一
人

あ
た
り
国
民
所
得
は
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
年
）
の
九
万
八
〇
〇
〇
円
か
ら
、

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
に
は

三
一
万
七
〇
〇
〇
円
へ
と
上
昇
し
て
い

る
（
内
閣
府
長
期
経
済
統
計　

http://
w

w
w

5.cao.go.jp/j-j/w
p/w

p-je12/
h10_data01.htm

l

）。

　

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
耐
久
消
費
財
の

普
及
も
進
み
、
東
京
五
輪
直
後
の
一
九

六
五
年
二
月
時
点
で
白
黒
テ
レ
ビ
の
普

及
率
（
人
口
五
万
人
以
上
の
都
市
世
帯

対
象
）
は
九
〇
％
、
電
気
洗
濯
機
が
七

〇
％
弱
、
電
気
冷
蔵
庫
が
五
〇
％
強
と

い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
（
内
閣
府
消

費
動
向
調
査
）。
さ
ら
に
、
一
九
六
四

年
の
乳
幼
児
死
亡
率
は
出
生
一
〇
〇
〇

あ
た
り
二
〇
・
四
と
、
同
年
の
米
国
の

水
準
を
下
回
っ
た
。
す
な
わ
ち
新
生
児

を
取
り
巻
く
保
健
衛
生
環
境
が
当
時
の

｢

憧
れ
の
近
代
社
会｣

米
国
を
し
の
ぐ

ま
で
改
善
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
五
輪
前
の
東
京
の
生
活
―
「
お

そ
松
く
ん
」
か
ら

　

今
日
、日
本
の
「
マ
ン
ガ
」「
ア
ニ
メ
」

は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
主
要
な
コ
ン
テ

ン
ツ
で
あ
る
が
、
そ
の
少
年
漫
画
文
化

が
花
開
い
た
の
も
昭
和
三
〇
年
代
で
あ

る
。
こ
の
時
代
を
担
っ
た
ギ
ャ
グ
漫
画

の
赤
塚
不
二
夫
が
「
お
そ
松
く
ん
」
を

週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
に
連
載
開
始
し
た

の
が
五
輪
の
二
年
半
前
、
一
九
六
二
年

の
四
月
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
お

そ
松
く
ん
」
に
描
か
れ
た
背
景
か
ら
、

当
時
の
日
本
の
庶
民
生
活
を
跡
づ
け
て

み
た
い
。
そ
れ
は
、
五
輪
直
前
の
日
本

が
、
今
日
の
途
上
国
の
状
況
と
様
々
な

点
で
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
竹
書
房
か
ら
復

刻
刊
行
（
一
九
九
五
年
）
さ
れ
て
い
る

『
文
庫
版
お
そ
松
く
ん
』
を
用
い
、
連

載
開
始
か
ら
五
輪
が
開
催
さ
れ
た

一
九
六
四
年
一
〇
月
ま
で
の
一
三
二
話

を
対
象
と
す
る（
一
巻
か
ら
七
巻
ま
で
）。

　

こ
の
物
語
は
都
市（
お
そ
ら
く
東
京
）

郊
外
の
一
戸
建
て
住
宅
街
の
日
常
風
景

を
バ
ッ
ク
に
、
当
時
の
平
均
的
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
家
庭
の
中
学
生
と
思
わ
れ
る

「
六
つ
子
」
を
中
心
と
し
て
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ギ
ャ
グ
漫
画
で
あ
る
。
ま
ず
、

背
景
と
し
て
描
か
れ
る
街
の
風
景
は
ほ

と
ん
ど
木
造
平
屋
か
二
階
建
て
で
、
子

供
の
遊
び
場
と
し
て
空
き
地
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
道
路
工
事
用
の
土
管
が
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

毎
回
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
多
様
だ
が
、

乞
食
、
く
ず
拾
い
、
ド
ロ
ボ
ウ
（
空
き

巣
狙
い
）、
押
し
売
り
、
銀
行
強
盗
、

放
火
魔
、
ス
リ
な
ど
現
代
で
は
ほ
ぼ
み

か
け
な
い
職
業
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る

（
一
巻
七
話
、
八
話
、
一
五
話
、
二
巻

二
話
、
二
巻
一
四
話
、
三
巻
六
話
、
四

巻
一
八
話
、
六
巻
一
五
話
）。
治
安
と

衛
生
が
ま
だ
十
分
に
回
復
し
て
い
な
い

戦
後
の
混
乱
期
の
最
後
の
名
残
り
で
あ

ろ
う
か
。
電
話
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
料
金
を

盗
む
話
も
あ
る
（
三
巻
八
話
）。

　

住
環
境
に
つ
い
て
は
、
台
風
到
来
に

備
え
て
雨
戸
に
板
を
打
ち
つ
け
風
で
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
シ
ー
ン
は
今

で
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、

当
時
の
住
宅
で
は
雨
漏
り
と
と
も
に
常

識
的
な
光
景
で
あ
っ
た
（
二
巻
一
話
）。

ま
た
六
つ
子
が
一
人
ひ
と
り
の
子
供
部

屋
を
要
求
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
日
本

の
家
屋
に｢

子
供
部
屋｣

が
登
場
し
始

め
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
よ
う
（
二
巻

一
二
話
）。

　

服
装
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
洋
服
が

中
心
だ
が
、
父
親
が
自
宅
で
和
服
で
く

つ
ろ
ぐ
シ
ー
ン
は
多
い
。
お
し
ゃ
れ
な

夏
服
と
し
て｢

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ｣

が
登

場
し
、お
中
元
の
習
慣
が
描
か
れ
る（
一

巻
一
三
話
）。
ま
た
バ
ー
ゲ
ン
で
買
っ

て
き
た
安
い
シ
ャ
ツ
は
雨
に
濡
れ
て
す

ぐ
に
縮
ん
で
し
ま
う
（
六
巻
九
話
）。

買
い
物
は
町
の
商
店
街
だ
が
、
た
ま
に

ハ
レ
の
場
と
し
て
の
百
貨
店
が
登
場
す

る
（
一
巻
一
一
話
他
）。

　

食
事
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
主
題
に
な
る

こ
と
は
少
な
く
、
お
や
つ
、
果
物
、
間

食
的
に
（
チ
ビ
太
の
）
お
で
ん
が
し
ば

し
ば
登
場
す
る
程
度
で
あ
る
。
戦
後
の

食
糧
難
を
く
ぐ
り
抜
け
、
主
食
は
既
に

足
り
て
い
る
一
方
ま
だ
グ
ル
メ
の
時
代

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
給
食
費
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
で
給
食
は
普
及
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
三
巻
二
話
）。
牛
乳
の
宅
配

が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
、
栄
養
改
善
の
世
相
が

現
れ
て
い
る
（
三
巻
一
六
話
）。

　

衛
生
ネ
タ
と
し
て
は
、
人
の
入
れ
る

大
き
さ
の
ゴ
ミ
箱
が
路
上
に
設
置
さ
れ

て
い
る
光
景
が
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る

（
一
巻
七
話
ほ
か
）
の
と
、
大
衆
食
堂

で
は
ネ
ズ
ミ
が
出
て
困
っ
て
い
る
（
三

巻
五
話
）。
ま
た
、
五
輪
を
意
識
し
て
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か
「
町
を
き
れ
い
に
」
と
い
う
立
て
看

板
が
登
場
す
る
（
六
巻
一
五
話
）。

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
始
ま
り
か

け
て
い
る
。「
混
雑
用
小
型
自
動
車
」

の
発
明
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
渋
滞
が
問
題
化
し
始
め
て
い
た

こ
と
が
伺
わ
れ
る
（
二
巻
七
話
）。
ま

た
僧
侶
が
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
読
経

に
回
る
光
景
が
珍
し
げ
に
描
か
れ
て
い

る
（
四
巻
一
四
話
）。
し
か
し
ま
だ
交

差
点
の
真
ん
中
で
笛
を
吹
い
て
交
通
整

理
を
す
る
警
察
官
が
出
て
く
る
の
で
信

号
機
は
さ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
（
六
巻
一
八
話
）。

　

世
相
的
な
ネ
タ
と
し
て
は
、
選
挙
運

動
で
有
権
者
に
賄
賂
を
贈
っ
て
票
を
買

う
光
景
が
当
然
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
（
一
巻
一
二
話
）。
時
事
ネ
タ
と
し

て
興
味
深
い
の
は
一
九
六
二
年
夏
に
東

南
ア
ジ
ア
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
そ
の

あ
お
り
で
台
湾
バ
ナ
ナ
が
輸
入
禁
止
に

な
っ
た
こ
と
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
巻

二
〇
話
）。
ま
た
、
新
聞
配
達
少
年
が

景
品
を
付
け
て
販
売
促
進
競
争
を
繰
り

広
げ
る
が
（
七
巻
一
四
話
）、
そ
の
新

聞
に
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
、
ゴ
ミ
を

な
く
そ
う
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

と
い
う
言
葉
は

一
九
六
二
年
前
半
に
既
に
登
場
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
五
輪
が
や
っ
て
く
る
と

い
う
認
識
が
庶
民
の
間
に
も
広
ま
っ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
一
巻
一
〇
話
）。

南
の
国
か
ら
腰
蓑
を
着
け
た
人
が
「
五

輪
に
参
加
す
る
た
め
」
や
っ
て
く
る
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
四
巻
一
七
話
）
や
、

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
式
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
が
登
場
し
、
イ
ヤ
ミ
氏
が
こ
れ
で

英
語
を
勉
強
し
て
「
五
輪
を
見
に
来
る

外
国
人
」
を
相
手
に
金
儲
け
を
企
む
シ

ー
ン
が
出
て
く
る
（
六
巻
一
七
話
）。

　

道
路
工
事
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

道
路
を
掘
っ
て
い
て
水
道
管
を
破
裂
さ

せ
る
（
三
巻
六
話
）
の
は
あ
り
ふ
れ
た

光
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
道
路
工
事
で

通
学
路
が
ふ
さ
が
れ
学
校
に
遅
刻
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
最
後
に
お
そ
松
く
ん
は

「
日
本
は
よ
く
ほ
り
か
え
す
国
だ
な
あ
」

と
い
っ
て
い
る
（
七
巻
一
七
話
）。
こ

れ
は
五
輪
直
前
の
突
貫
工
事
ブ
ー
ム
を

反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

●
ゴ
ミ
は
日
本
の
恥

　

当
時
ゴ
ミ
は
、
各
家
の
前
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ゴ
ミ
た
め
が
設
置
さ
れ
、

木
の
蓋
で
開
閉
し
て
そ
の
な
か
に
ゴ
ミ

を
入
れ
て
お
く
と
、
回
収
人
が
リ
ヤ
カ

ー
で
回
収
し
て
い
く
方
式
だ
っ
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
常
に
路
上
に

ゴ
ミ
が
あ
る
状
態
な
の
で
、「
汚
い
ゴ

ミ
を
さ
ら
す
の
は
日
本
の
恥
」
と
い
う

河
野
一
郎
建
設
大
臣
の
号
令
で
改
善
が

図
ら
れ
た
。
東
京
の
ゴ
ミ
の
収
集
方
式

が
各
家
庭
ご
と
に
ポ
リ
容
器
を
配
布
し

て
曜
日
を
決
め
て
回
収
す
る
方
式
に
変

更
さ
れ
た
の
が
一
九
六
一
年
で
あ
る
と

い
う
（『
東
京
人
』
一
九
九
四
年
八
月
号
、

№ 

83
、
四
〇
ペ
ー
ジ
）。
同
時
に
、
ご

み
・
汲
み
取
り
式
便
所
の
臭
い
も
恥
ず

か
し
い
、
と
い
う
理
由
で
下
水
道
の
普

及
も
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で

ふ
つ
う
に
み
ら
れ
た
道
路
脇
の「
ド
ブ
」

に
替
え
て
暗あ
ん

渠き
ょ

化か

し
た
下
水
道
の
建
設

が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
上
下
水
道
工
事
、

ガ
ス
工
事
が
さ
ら
に
道
路
工
事
の
頻
度

を
増
や
し
た
の
で
あ
る
。

　

五
輪
に
世
界
中
か
ら
人
が
来
る
、
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
恥
ず
か
し

く
な
い
日
本
」
を
み
せ
た
い
と
い
う
気

持
ち
は「
先
進
国
入
り
」「
一
等
国
入
り
」

を
目
指
す
人
々
に
と
っ
て
自
然
な
も
の

だ
ろ
う
。
東
京
五
輪
前
に
「
ゴ
ミ
を
捨

て
る
な
」「
立
ち
小
便
す
る
な
」
と
い

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

ソ
ウ
ル
五
輪
の
際
に
「
犬
料
理
」
の
店

が
表
通
り
か
ら
姿
を
消
し
た
り
、
北
京

五
輪
の
時
に
政
府
が
「
道
に
痰
を
吐
く

の
を
や
め
よ
」「
行
列
に
横
入
り
す
る

な
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た

こ
と
と
共
通
す
る
心
性
を
現
し
て
い
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
ラ
の
み
な
ら

ず
人
々
の
心
ば
え
が
「
近
代
的
」
に
な

る
こ
と
を
促
す
効
果
を
五
輪
は
持
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
五
輪

の
「
通
過
儀
礼
」
的
側
面
で
あ
る
。

●
外
国
人
観
光
客
と
外
国
人
労
働

者
　

現
在
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ

る
外
国
人
観
光
客
流
入
に
よ
る
消
費
増

が
、
日
本
の
経
済
を
支
え
る
柱
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
訪
日
外
国

人
数
は
一
九
七
四
万
人
と
史
上
最
高
を

更
新
し
、
出
国
日
本
人
数
一
六
二
一
万

人
を
上
回
っ
た
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）。
出
国

日
本
人
を
入
国
外
国
人
が
上
回
る
の
は

四
五
年
ぶ
り
だ
と
い
う
（『
東
京
新
聞
』

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
）
が
、
四
五

年
前
と
は
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
の
年

で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
外

国
人
の
流
入
は
さ
ら
に
加
速
化
す
る
だ

ろ
う
が
、
す
で
に
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設

の
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
五
輪
に
向
け
て
ホ
テ
ル
の
み

な
ら
ず
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
の
建
設
、

イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
な
ど
の
建
設
工
事

に
は
大
量
の
労
働
力
が
必
要
と
な
る
。

一
九
六
四
年
の
五
輪
の
時
は
こ
の
労
働

力
需
要
は
、
国
内
の
「
出
稼
ぎ
」
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
労
働
力
は
余
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
ま
も
な
く

は
帰
還
兵
も
含
め
て
農
村
部
に
過
剰
労

働
力
が
滞
留
し
て
お
り
、
政
府
は
戦
後

開
拓
（
主
と
し
て
北
海
道
、
東
北
）
や
、
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中
南
米
移
民
な
ど
に
よ
っ
て
農
家
の
次

三
男
対
策
を
図
っ
た
。
し
か
し
昭
和

三
〇
年
代
に
入
る
と
朝
鮮
戦
争
に
端
を

発
す
る
神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
な
ど
の

好
況
に
よ
り
都
市
部
の
建
設
現
場
、
工

場
な
ど
で
の
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す

る
。
そ
こ
で
、
地
方
か
ら
中
学
卒
・
高

校
卒
の
「
金
の
卵
」
と
呼
ば
れ
る
若
年

労
働
者
が
「
集
団
就
職
列
車
」
な
ど
に

よ
っ
て
大
挙
し
て
都
市
部
に
流
入
し
た
。

そ
れ
で
も
五
輪
を
控
え
た
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
は
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
、

農
村
部
か
ら
の
「
出
稼
ぎ
」
が
大
量
に

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
は
今
日

の
途
上
国
で
も
広
く
み
ら
れ
る
現
象
だ

が
、
都
市
に
建
設
労
働
と
い
う
雇
用
が

確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
日
本
で
は

今
日
の
途
上
国
都
市
の
よ
う
な
ス
ラ
ム

化
を
生
ま
な
か
っ
た
一
因
と
い
え
よ
う
。

　

当
初
出
稼
ぎ
は
農
閑
期
に
限
ら
れ
て

い
た
が
、
農
村
に
帰
ら
ず
に
建
設
労
働

に
従
事
し
た
方
が
収
入
が
良
く
な
る
と

農
繁
期
に
も
帰
ら
な
い
労
働
者
が
増
加

し
た
。
そ
の
結
果
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
か
あ
ち
ゃ
ん
」
の
「
三
ち

ゃ
ん
農
業
」
が
常
態
化
、
社
会
問
題
化

し
た
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
必

要
な
労
働
力
は
ど
こ
か
ら
調
達
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
高
齢
化
、
過
疎
化
す
る

農
村
部
か
ら
の
調
達
は
あ
り
得
な
い
。

都
市
に
は
失
業
者
も
多
い
が
、
危
険
・

汚
い
・
き
つ
い
の
「
３
Ｋ
仕
事
」
の
典

型
で
あ
る
建
設
労
働
に
従
事
す
る
日
本

人
の
若
者
も
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ

の
結
果
、
当
然
外
国
人
労
働
者
に
依
存

す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
こ
の
事
態

を
見
据
え
て
、
建
設
業
界
で
は
「
技
能

実
習
生
」
制
度
（
途
上
国
か
ら
技
術
習

得
を
目
的
に
日
本
に
呼
び
寄
せ
、
低
賃

金
で
二
年
程
度
雇
用
で
き
る
制
度
だ
が
、

外
国
人
か
ら
は
人
権
侵
害
の
批
判
も
あ

る
）
を
も
と
に
就
労
要
件
を
時
限
的
に

緩
和
す
る
「
外
国
人
建
設
就
労
者
」
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
加
え
、
こ
う
し
た
需
要
に

充
当
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

●
倫
理
的
調
達

　

前
回
の
東
京
五
輪
以
降
、
五
輪
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

最
大
の
変
化
が
「
商
業
化
」
で
あ
る
こ

と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

二
八
回
（
二
〇
〇
四
年
）
の
ア
テ
ネ
大

会
以
来
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が

「
倫
理
化
」
の
動
き
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
欧
米
に
お
け
る
「
倫

理
的
消
費
者
運
動
」
の
動
き
が
あ
る
。

た
と
え
ば
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
のPlay Fair

は
、
五
輪
競
技
で
使
用
さ
れ
る
ボ
ー
ル
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
、
途
上
国
で
の

労
働
搾
取
や
児
童
労
働
な
ど
で
搾
取
的

に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
な
い
も
の
に
限

る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ア

ル
コ
ッ
ト
地
方
の
児
童
労
働
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
が
発
生
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
一
九
九
八
年

の
フ
ラ
ン
ス
大
会
か
ら
児
童
労
働
に
よ

る
ボ
ー
ル
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
決
め

た
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

現
在
、倫
理
的
調
達
の
基
準
に
は「
児

童
労
働
」「
労
働
者
搾
取
」「
環
境
破
壊
」

の
み
な
ら
ず
、「
人
権
侵
害
」「
民
族
／

階
級
／
性
差
別
」
な
ど
も
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
は
一
般

に
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
盛
ん
な
欧
米
の

消
費
者
と
直
接
接
す
る
機
会
が
少
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
「
倫
理
的
調
達
」
に
つ

い
て
の
知
識
と
危
機
意
識
が
不
足
し
て

い
る
が
、
二
〇
一
五
年
の
Ｇ
７
エ
ル
マ

ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
「
責
任
あ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
」
確
保
が
合
意
さ
れ
た
こ

と
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
先
進

国
企
業
が
扱
う
す
べ
て
の
資
材
、
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
わ

た
っ
て
、
環
境
配
慮
、
人
権
保
護
、
非

搾
取
と
い
っ
た
「
倫
理
性
」
が
求
め
ら

れ
る
流
れ
は
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
。
い

か
に
高
品
質
で
も
低
価
格
で
も
、
倫
理

的
で
な
い
も
の
は
市
場
か
ら
排
除
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
国
連
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
」
を
め
ぐ
っ
て
「
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
」
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
国
に
決
ま
っ
た
カ
タ
ー
ル
は
、
①
開

催
地
決
定
の
過
程
で
汚
職
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
②
建
設
さ
れ
る
ス
タ
ジ

ア
ム
や
鉄
道
の
工
事
に
従
事
す
る
外
国

人
労
働
者
が
人
権
侵
害
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
、
と
い
う
二
点
で
国
際
社
会
か

ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。

　

東
京
五
輪
で
も
開
催
地
決
定
に
賄
賂

疑
惑
が
発
生（
二
〇
一
六
年
五
月
報
道
）

し
て
い
る
が
、
技
能
実
習
生
制
度
を
含

め
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
も
カ
タ
ー

ル
同
様
の
批
判
が
日
本
に
向
け
ら
れ
る

可
能
性
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　

前
回
の
五
輪
で
は
よ
う
や
く
先
進
国

の
仲
間
入
り
を
し
た
日
本
が
「
外
国
人

の
目
に
恥
ず
か
し
く
な
い
」
よ
う
に
す

る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
次
回
の
五
輪
を
迎
え
る
今
、
日

本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
他
国
並

み
」
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
倫
理
的

調
達
に
お
い
て
も「
世
界
の
範
を
示
す
」

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
用
い
て
将
来
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
五

輪
開
催
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
こ
そ
が
、

二
度
目
の
五
輪
を
迎
え
る
日
本
の
責
務

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
さ
と
う　

か
ん
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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